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 今年は開校１４０周年の節目となる年です。「みん

なで力をひとつにして最後までがんばろう」を運動

会のめ 

あてと 

して頑 

張って 

きまし 

た。 

各年 

生とも 

表現、 

団体競 

技、短 

距離走 

リレー 

を行い、 

全校で 

は大玉 

送りと 

綱引き 

を行い 

ました。 

まだ入 

学間も 

ない１年生には上級生がしっかりサポートしまし

た。また、保護者、地域の皆様のご支援も大変あり

がたかったです。  （第七小学校校長 須崎和英） 

第七小学校運動会 

 平成 25 年3 月 23 日に卒園式が行われ、8 名の卒

園児が小曾木第 

二保育園を巣立 

って行きました。 

地元七小へ通う 

児童は 2 名、そ 

の他一小、四小、 

吹上小、霞台小 

とそれぞれ別の 

学校へ通ってい 

ます。入学式が

終わった後ラ

ンドセルを背

負い、みんな揃

って立派な姿

を見せに来て

くれました。 

（第二保育園 

菅原幸子） 

 平成２５年３月 17 日、小曾木市民センターにて

第57回小曾木地区戦没者追悼式が開催されました。 

 慰霊祭とも呼ばれるこの式典は、第６支会長が会

長を務める小曾木地区忠霊塔奉賛会が戦没者の霊を

哀悼することを目的に遺族会第６支部を中心とした

各種団体により毎年開催されています。 

                先の大戦が終わ 

り６７年。この間、 

日本は一度も戦火 

に見舞われること 

なくその時代を生 

きる人々の努力に 

よって、経済大国 

を実現し、豊かで 

文化的な生活を享 

受できています。 

その日本の繁栄 

と平和の陰には、 

戦火に散った小曾 

木地区 108 柱 

（はしら）の御霊 

(みたま)をはじめ 

として、多くの方 

々の尊い犠牲が過 

去にありました。私たちが恒久平和を心から願い、 

戦争の悲惨さと恐ろしさを、後世の人々に語り伝え 

ていくことが、使命と考え行われている行事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５年間お世話になった園舎で行われる最後の卒

園式となったこ

の日、１７名の

あさがお組(５歳

児クラス)のお友

だちが巣立って

いきました。 

そして花道を 

歩くみんなとお 

父さん、お母さんに「たくさんの思い出をありがと

う」という気持 

ちを込めて拍手 

で送りました。 

すてきな未来 

に向かって大き 

く羽ばたいてい 

くみんなをいつ 

も応援していま 

す。         （第一保育園 内海雅子） 

 

 

小曾木地区戦没者追悼式 

応援エールの交換 

七小ソーラン 2013 


